
第9回“共創”自治協議会サミット

◆開催日時：令和4年10月17日（月）13:30～（12:30開場）

◆開催場所：福岡市立南市民センター
大ホール

◆主 催：福岡市自治協議会等７区会長会，福岡市



時間 プログラム

13:30 開会

13:35 自治貢献者・地域貢献企業感謝状贈呈式

14:00 活動事例発表

（早良区）

コロナの中での絆づくり～新たな手法で深い絆を（室見探検隊・室見ワンDAY
まつり・わんわんパトロール）～
室見校区自治協議会 会 長 片渕 輝昭
室見校区自治協議会 副会長 松澤 良江
室見校区自治協議会 副会長 鵜野 捷一
室見校区自治協議会 副会長 片山 富雄

（西区）

新いきみないと祭り～コロナからの再出発～
壱岐南校区自治協議会 会 長 新里 幸吉
壱岐南校区自治協議会 事務局長 吉岡 岩輝

（東区）

全町内に1名以上の防災士を育成する
香住丘校区自治協議会 会 長 山中 一男
香住丘校区自主防災会 事務局長 松田 元

（博多区）

コミュニティパーク事業により建設したパークハウスの活用
下月隈団地自治会 会 長 山下 健児
下月隈団地自治会 事務局長 秋山 勇司

（中央区）

OZASAフェス～音楽、芸能文化を通して親睦を深め、活気ある街づくり～
小笹校区自治協議会 会 長 中野 裕史
小笹校区自治協議会 副会長 戸田 美子
小笹校区自治協議会 会 計 大江 和子
小笹校区自治協議会 事務局 佐野 まりも

（南区）

ドローンを活用した総合防災訓練～空から見た 私たちの校区～
柏原校区自治協議会 防災委員会 会 長 石田 亘
柏原校区自治協議会 防災委員会 副会長 岩田 洸太郎

（城南区）

～自分の命は自分で守る～自治会・町内会単位の防災研修会
七隈校区自治協議会 会 長 菅 尚之
七隈校区自治協議会 会 計 坂田 広紀

15:30 閉会（予定）

（敬称略）

第９回“共創”自治協議会サミットプログラム



福岡市自治貢献者感謝状贈呈対象者名簿

特別感謝状

東 区 自 治 組 織 会 長 会
(香椎下原校区自治協議会)

（ 東 区 ）

丸岡 良光

早良区自治協議会会長会
(小田部校区自治協議会 )

（早良区）

松永マツエ

西 区 自 治 協 議 会 会 長 会
(姪浜校区自治協議会 )

（ 西 区 ）

髙木 柾彌

（敬称略）



感謝状

あ す ね っ と 香 陵

城 浜 校 区 自 治 協 議 会

勝 馬 校 区 自 治 協 議 会

松 島 校 区 自 治 協 議 会

名 島 校 区 自 治 協 議 会

多 々 良 校 区 自 治 協 議 会

箱 崎 校 区 自 治 協 議 会

西 戸 崎 校 区 自 治 協 議 会

青 葉 校 区 自 治 協 議 会

舞 松 原 校 区 自 治 協 議 会

（ 東 区 ）

井上 進

井上裕美子

蒲地 秀美

高橋 啓治

田中 友春

徳永 健一

箱嶋 次雄

山路 均

山本 佑治

雪野 和美

東 光 校 区 自 治 協 議 会

那 珂 校 区 自 治 協 議 会

弥 生 校 区 自 治 協 議 会

席 田 校 区 自 治 協 議 会

月 隈 校 区 自 治 協 議 会

東 月 隈 校 区 自 治 協 議 会

（博多区）

有吉 与倉

川邉 哲

富岡 仁子

篠原 義彦

谷口 達美

松下 征雄



笹 丘 校 区 自 治 連 合 会

春 吉 校 区 自 治 協 議 会

（中央区）

副田 茂喜

平間 和俊

南 片 江 校 区 自 治 協 議 会

（城南区）

弥 永 校 区 自 治 協 議 会

柏 原 校 区 自 治 協 議 会

塩 原 校 区 自 治 協 議 会

東 花 畑 校 区 自 治 協 議 会

三 宅 校 区 自 治 協 議 会

大 楠 校 区 自 治 協 議 会

老 司 校 区 自 治 協 議 会

（ 南 区 ）

貞包健一郎

新村 雅彦

原口 學

村上 修治

安田 敏幸

行友ハルミ

吉田 康雄

有 住 校 区 自 治 協 議 会

飯 倉 校 区 自 治 協 議 会

西 新 校 区 自 治 協 議 会

百 道 校 区 自 治 協 議 会

曲 渕 校 区 自 治 協 議 会

（早良区）

太田 勝彦

大場 信孝

久我 隆雄

中野 敏彦

波呂 信義

芦刈 昻治



内 野 校 区 自 治 協 議 会

原 西 校 区 自 治 協 議 会

原 校 区 自 治 協 議 会

野 芥 校 区 自 治 協 議 会

深川 初弘

松岡 宏明

山﨑 純裕

矢野 俊明

壱 岐 校 区 自 治 協 議 会

壱 岐 南 校 区 自 治 協 議 会

福 重 校 区 自 治 協 議 会

今 津 校 区 自 治 協 議 会

内 浜 校 区 自 治 協 議 会

西 陵 校 区 自 治 協 議 会

壱 岐 東 自 治 協 議 会

能 古 校 区 自 治 協 議 会

元 岡 校 区 自 治 協 議 会

（ 西 区 ）

赤司 美信

石田 巖

黒土 時男

古藤 英俊

佐伯 利夫

角 博美

西 道夫

福田 唯夫

松浦 喬



地域活動貢献企業等感謝状贈呈対象者名簿

企業・団体名

(敬称略50音順)
推薦校区 主な活動内容

サニー 長丘店
南区
長丘

・校区献血事業の運営支援
（献血バス等への駐車スペース提供、トイレ
開放、粗品預かりなど）

社会福祉法人
城南福祉会 油山緑寿園

城南区
南片江

・自治協フェスタや運動会など校区行事の救護
担当として職員を派遣

・園で行われる秋祭りや花火大会に住民を招待

新生堂薬局 中尾店
南区
花畑

・高齢者の健康増進イベントへ管理栄養士など
資格を有する社員を派遣

・夏祭りや餅つき大会などの町内会行事へ社員を
派遣

スターフィールド株式会社
早良区
小田部

・社協、自治協、民生児童委員とともに運営する
カフェに自社の社会福祉士等を派遣、健康相談
などを実施

・子どもから高齢者までの参加型健康イベントを
実施

セブンイレブン
長丘3丁目店

南区
長丘

・青パト車の鍵預かり
・校区行事について、ポスター掲示・場所提供・
トイレ開放

・祭り終了後の会場清掃へ従業員を派遣

社会福祉法人
筑前早良福祉会 愛信園

西区
金武

・敬老会の運営支援

（場所提供、準備、片付け、高齢者・障がい者
介助など）

・災害避難者の一時避難場所提供の申し出

国家公務員共済組合連合会
千早病院

東区
千早西

・校区の清掃活動に職員が毎年参加
・健康教室に講師として職員を派遣



コロナの中での絆づくり
～新たな手法で深い絆を（室見探検隊・

室見ワンDAYまつり・わんわんパトロール）～

早良区 室見校区自治協議会 会 長 片渕 輝昭
早良区 室見校区自治協議会 副会長 松澤 良江
早良区 室見校区自治協議会 副会長 鵜野 捷一
早良区 室見校区自治協議会 副会長 片山 富雄

• 室見校区は、幹線道路沿いに商業施設や公共施設が立ち並んでおり、地下鉄、バ
スと交通の利便性が高い閑静な住宅街である。

• 校区の北側には郊外と都心をつなぐ主要幹線道路が、南北方向には藤崎から原、
金武に至る「原通り」が、また、西側には室見川、校区の中央には金屑川が流れ
ている。

• 交通の利便性や身近に水辺空間もあり、転勤族からの人気が高く転入、転出など
の人の流動が多い校区である。そのため夫婦と子どもだけという世帯が多い反面、
昔から居住している高齢者のみの世帯も増えている。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

11,878人 5,680世帯 2.1人 2,230人（18.8％）

1.取り組み（活動）の概要
（1）「室見探検隊」

コロナ禍で密を避けながら、家族や友人と参加でき、自分のペースで好きな
時間に地域の探検をする。歩くことで体力保持を、そして「室見あるある」
で地域への愛着心向上を図る。

（2）「室見ワンＤＡＹまつり」
校区民同士の、ふれ合う場が制限される中、密集にならぬ事業を、又、楽しい
事業をとの思いから夏祭りに代わる行事として実施した。

（3）「わんわんパトロール」
急増している犬の散歩を活用したいと考えた。犬が主役で、お洒落に散歩しな
がら、地域の安全を見守ります。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
（1） 家族や友人との絆づくりに役立っていると好評の「ウォークラリー」は過密化

防止のため延期していたが、多くの開催要望があり検討を重ねた結果、新しい
形式の「室見探検隊」が生まれた。

（2） 毎年実施し、校区住民のふれ合いの場として最適であった夏祭りが、コロナ禍
の中では実施不可能なため、たとえ少人数であっても、家族や友人との歓談が
できる機会をとの思いから、企画・立案した。

（3） 公民館長との会話で「犬は家族同然、私の命」という話をヒントに、愛犬との
散歩をまちのために有効活用できないか考え、企画した。



3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
（1） コロナで引き籠りがちの校区民に対し、如何に運動してもらうか、又、頭の

体操をしてもらうかに重点を置いた。参加を促す為、クイズ形式にし、賞品
には、アイデアたっぷりの品物を準備した。特に参加賞の手作りカレーセット
（じゃがいも、玉葱、カレールー）は非常に好評であった。クイズについては、
「福岡市室見あるある」にして、郷土への思い入れや愛着心向上を狙った。

（2） 参加費を徴収し、飲食物を提供するため、行政からの審査を受けた。保健所
より、コロナ禍の中、このように感染防止及び食中毒の対策が完璧な事業計画
は今年度初めてであり、是非完遂してほしい旨、おほめの言葉をいただいた。

（3） 犬が主役なので、犬の名前や写真入りの証明書を発行し、かわいいパトロール
グッズを支給する。活力と継続を期待し、お誕生日には、希望犬(？)にペット
フードのチャオチュールをプレゼントしている。

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
（2） ワンＤＡＹまつりでは、参加者を時間で区切り（4パターン）

・①16：00～16：50（50分） ②17：00～17：50（50分）
③18：00～18：50（50分） ④19：00～19：50（50分）

※完全入れ替え制 ※各時間定員50名 ※事前申込制
※子どもだけでの参加は不可

などとし、食べ物は個別にパックに入れて、そのまま取ってもらい、大人にも
子どもにも喜ばれる種類を準備した。

・食事をするテーブルにパーテーションを取り付け、又2ｍ以上の間隔をあける
など、密にならぬよう配置した。

・感染防止を完全に履行するために、入れ替えの10分は、実行委員で消毒し、
常に清潔な状態を保った。

（3） わんわんパトロールでは、散歩に際し、腕章とバックを携行してもらうだけで、
防犯効果があると思われるが、更に交通安全や危険個所チェックの役割も果た
してもらうための工夫にも議論を重ねた。愛犬の写真写りに、こだわりと注文
が多いのにも驚かされた。

5.取り組み（活動）の成果
・校区住民の大半が、転勤族で、しかも公民館には来た事がないという人達と、
このようなイベントをきっかけに、顔を合わせる機会が増えた事が実感でき、
嬉しく、又、大きな収穫であった。

・今まで、諦めかけていた転勤族の人達との絆づくりのヒントを得た事を今後
の活動に活かしていきたい。

6.今後の目標・課題
・地域活動が、古くからの住民、顔見知り、常連を中心として、維持されて来
た事は、評価と肯定されるべきである。しかし、これからは、加えて、新たな
参加者を迎え入れなければ、維持と発展は望めないという意識は、共有されて
いる。

・転勤族の人達のニーズも加えた新しい活動に注力していく事、又、最近、当校
区でも効果を上げているインターネットで、地域住民と繋がる事を更に進めて
いきたい。

皆さんにぜひ伝えたいこと

• 日頃、私達の地域活動が効果を上げ、又、地域の人達から評価されるポイン
トの理由は、数多く挙げられます。 我々、室見校区では、それらに加えて、
まず、自分達が楽しむ事を大切にしていきます。 すなわち、まず、私達が
活動する事を楽しみ、その内容も自分達にとって楽しいかを基準にしていま
す。そして、その前提として役員間のコミュニケーションと絆は、自慢です。



申込書とイベント概要 クイズ回答のための現地確認の様子

まつりでの歓談の様子申込書とまつり概要について

隊員募集のチラシ 隊員の活動の様子



新いきみないと祭り
～コロナ禍からの再出発～

西区 壱岐南校区自治協議会 会 長 新里 幸吉
西区 壱岐南校区自治協議会 事務局長 吉岡 岩輝

地下鉄七隈線橋本駅周辺から、西側にそびえる叶ヶ岳の中腹までのエリア内
に、13自治会で構成、その内の九つの自治会が高台にあります。
また、高齢化率が35％を超え、今後も増加加速化の傾向にあります。
一方、七隈線の博多駅延伸や橋本駅西側の区画整理事業により、人口の増加を

はじめ環境の変化に伴い、今後、地域の発展に期待が持てる校区です。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

1.取り組み（活動）の概要
地下鉄橋本車両基地内と周辺の室見川河畔において、光のオブジェ(竹を組んで
作った大・小の三角垂テント)や、小学生・中学生・地元自治会が、ペットボト
ル・牛乳パックで作成したランタンを活用し、「光の地上絵」を誕生させるな
ど、光のオブジェ製作も回を重ねる毎に工夫を凝らしてきました。また、露店
も地元地域の団体や作業所などが出店し、大行列が起るなど大盛況でした。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
各町内の夏祭りが減少する中、「子どもたちの思いでづくりと校区住民の親交
を深めるため」校区一体で取り組む祭りをしようと有志が集ったのがこの
祭りの第一歩です。早良区有田校区の「灯明まつり」を参考にさせていただ
き、イベントの狙いやイメージづくりの検討を重ね、「いきみないと祭り」
と称し2006年に始まり2019年まで14回にわたり継続してきました。2020年は
コロナ禍で中止としました。

3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
2021年は、コロナ禍での再開であることから、感染対策を講じながらできる祭
りとして、次の項目を検討①祭りの規模、②露店の有無、③場所、④スタッフ、
⑤開催時期と時間帯です。結果として、規模の縮小、飲食無しを基本に、子 ど
もたちが通う壱岐南小学校南側道路前花壇を活用することで場所を決定。開催時
期と時間帯は光がメインとなることから、夕暮れが早い秋ごろとして、従来の
祭りと比べると超ミニミニの「いきみないと祭り」が復活しました。

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
コロナ禍での再開であることをふまえ、地域全体の祭りとして新たな一歩を踏
み出すことからも、関係する各自治会・諸団体をはじめ、特に子どもとのかか
わりが深い育成会、小・中PTAの理解と協力を取り付けること。さらには、祭り
運営スタッフとしての活動従事への協力体制づくりや、祭り開催に伴う関係機
関への働きかけに相当の時間を要したことです。

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

10,302人 4,636世帯 2.2人 3,816人（37.0％）



皆さんにぜひ伝えたいこと

• 地域の伝統を継承していくことは容易いことでないと痛感しました。多くの方
に支えられ成し得るものであることを忘れず、日々の日常において「絆」づく
りに努めてみてはいかがでしょうか。

5.取り組み（活動）の成果
コロナ禍以前に実施の祭りとはスケール・内容等も縮小したものであり、かつ
露店の出店もない祭りでしたが、想像を超える人出(約500人)があり、特に親子
での来場が多く見受けられたことに驚きと喜びを感じ、今後に向け工夫次第で
は賑わいが戻り、地域に活性を与える祭りができる期待が持てました。

6.今後の目標・課題
新たな「いきみないと祭り」の完成と定着に向け、地域で作り上げていき、
地域みんなで楽しむ祭りを目指したい。課題は、「ヤル気・協力・実践」と思
われる。



露店

竹灯籠

露店

中村三陽書道部光の地上絵

光のテント

全景色



• 西側は、博多湾の最奥部にある和白干潟に面し、東側は歴史に登場する立花山が
あり、海と山の間に緑豊かな良好な住宅地が広がっている。

• 校区の中央をＪＲ鹿児島本線、西鉄貝塚線が走っており、それぞれＪＲ九産大前
駅、西鉄香椎花園駅、唐の原駅が立地している。

• 校区内には、福岡女子大学、九州産業大学、香住丘高等学校があり、東区の文教
地区のひとつであり、東区で2番目の人口規模の校区でもある。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

1.取り組み（活動）の概要
香住丘校区自主防災会は、27町内会から選出された1名以上の防災担当者及資格
を取得した防災士の現在68名で組織されており、オブザーバーとして民生委員、
消防分団等の4名を加えて、防災・減災を目指して活動している。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
1998年（平成10年）10月に香住丘校区自治協議会で「香住丘校区自主防災
組織」のあり方について検討が行われ、いつ起きるかわからない災害のため
だけに作られる組織ではなく、地域の核としての「町内会連合組織」を中心に、
社会福祉協議会などの既存のコミュニティー組織を生かした組織づくりが提案
され、2001年（平成13年）7月に香住丘校区自主防災会が設立された。その後、
自主防災会の方針で、各町内会に1名の防災士を置くこととなり、2014年に
第10期 福岡市防災講座の博多あんあん塾受講後の資格取得者6名及びそれまで
の防災士2名を加えた8名で、「香住丘防災士会」が誕生し、この防災士会の
指導で町内会での防災計画の策定等が進んでいる。

3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
・毎年校区防災訓練を実施（7年連続）
・毎月第2火曜日、19時から香住丘防災士会定例会議開催
・毎偶数月第4土曜日、15時から香住丘校区自主防災会役員会議開催
・毎奇数月第3土曜日、18時から香住丘校区自主防災会担当者会議開催
・公式LINEアカウントを活用して校区防災情報を発信

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
2014年以降、校区27町内会に1名以上の防災士を育成することを目標に各町内
会に呼びかけているが、校区が求める現役世代の受講対象者は、仕事等の関係
から制約があり人選に苦労している。なお、受講者には自主防災会から交通費
を支給、受講のための支援を行っている。

全町内に1名以上の防災士を育成する

東区 香住丘校区自治協議会 会 長 山中 一男
東区 香住丘校区自主防災会 事務局長 松田 元

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

18,388人 9,808世帯 1.9人 4,067人（22.1％）



皆さんにぜひ伝えたいこと

• 気候変動等の異常気象による自然災害が多発する中、2017年（平成29年）に校
区住民に実施した防災・減災アンケートでの集計結果で判明した身近に感じる
危険な災害の上位3つの地震、台風、豪雨への校区での取組状況、各家庭での
日ごろからの備えの重要性の啓蒙、校区備蓄品の補充を進め、自助・共助の知
識、体制を校区全体で強化して行きたい。

5.取り組み（活動）の成果
2021年度までに、27町内会中14町内会に防災士が誕生し、残り13町内会が
未達ではあるが、現在の香住丘防災士会の会員の24名が所属する町内会を
含めてカバーし、町内会長や町内防災担当者と共に活動している。
また、校区に避難所が開設される際には、自主防災会が主体となりテント等
の設営を行っている。

6.今後の目標・課題
・残りの13町内会に防災士を育成する。
・若い世代と女性の防災士を育成する。（現在女性防災士＝8名）
各町内会毎の各種の防災訓練の実施や訓練時のアドバイスを行う。

令和3年度に制作した「香住丘みんなのうた」のCDジャケット

定例会・研修会の様子



公式LINEアカウント 平成29年 香住丘小学校

毎年開催している防災訓練の様子等

令和元年 香椎第2中学校 令和元年 香椎第2中学校

令和4年 香住丘公民館 令和4年 香椎第2中学校

今年の台風14号の際に設営したテント等



コミュニティパーク事業により建設した
パークハウスの活用

博多区 東月隈校区 下月隈団地自治会 会 長 山下 健児
博多区 東月隈校区 下月隈団地自治会 事務局長 秋山 勇司

東月隈校区は博多区の東南部に位置し志免町と接しています。
当校区は約50年前に丘陵地を宅地に開発しその当時から住まわれている方々が多

く、高齢化率は42％（校区高齢化率は35％）を超えました。高齢者の中でも元気に
活動されている方々もいますが、日々の生活に必要な買い物などができない高齢者
が多くなっています。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

1.取り組み（活動）の概要
当自治会の中心部に位置する中央公園は、コミュニティパーク事業として低木
の剪定、除草を行うとともに公園内にパークハウスを建設し、住民の交流の場
として活用しています。また、自治会開設以来毎月一回、自宅前道路側溝の清
掃とこれに併せ廃品回収を行い、老人会（常磐会）も公園の清掃を行っていま
す。他に毎月二回の防犯パトロール（小学生下校時）をしながら、たばこの吸
い殻などの回収をしています。なお、毎月自治会だよりを発行し、会員全員に
（Ｂ５判）自治会活動の内容をお知らせしています。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
下月隈団地自治会は昭和48年から集会所を所有し、自治会活動の会議やサーク
ル活動に利用していましたが、高齢化が進み余暇を楽しむ高齢者が増え容易に
集会所の利用が出来なくなりました。そこで第二集会所を公園に建設できない
かという話を、福岡市の住宅都市局に相談しました。
それがきっかけとなります。

3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
コミュニティパーク事業として公園を利用しながら住民同士の交流を図るのに、
一人一花運動に参加し住民ボランティアと公園内の花壇で花を育てています。
高齢者向けの買い物支援として月に２回公園で「なかよしマーケット（青空
市）」を開催しています。今年6月から住民の交流を図るためパークハウスで
「地域カフェ」を始めました。

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
パークハウスの利用者の偏りがあり、できるだけ多くの人に利用をしてもらう
ためのイベントなど企画をしても、期待に添えない場合があります。

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

8,072人 3,884世帯 2.1人 2,805人（34.7％）



皆さんにぜひ伝えたいこと

• すべての活動は人がかかわるのですが、さあ始めようとあまりに張り切ると息
切れします。やはりボランティアはユルくヌルくが長続きするコツの様な気が
いたします。作業効率よりも楽しさを追求したほうが結果的に多くの人が参加
してくれるんじゃないかと考えています。

5.取り組み（活動）の成果
最近、地域カフェが浸透し始め、“カフェで逢いましょう”を合言葉におしゃ
べりをしに来る男の人が少しづつ増え始め、自治会に関心があまりなかった人
たちがカフェのお客として来るようになったのは良い傾向と考えられます。

6.今後の目標・課題
住民の参加を促す魅力ある企画を考え、自治会活動への参加につながる活動を
考えています。具体的には「スマホ教室」や「ＤＩＹ教室」等住民の関心があ
ることや、「茶道教室」や「観葉植物の育て方などの教室」のようなもの、お
困りごとの相談や地域情報の共有などの生活にかかわる事などです。

公園愛護会 テープカット

髙島市長視察 カフェ



OZASAフェス～音楽、芸能文化を通して
親睦を深め、活気ある街づくり～

中央区 小笹校区自治協議会 会 長 中野 裕史
中央区 小笹校区自治協議会 副会長 戸田 美子
中央区 小笹校区自治協議会 会 計 大江 和子
中央区 小笹校区自治協議会 事務局 佐野 まりも

小笹校区は、南は鴻巣山、北は南公園にはさまれた自然に恵まれた住宅地区であ
る。昭和５８年までは筑肥線の小笹駅が置かれ、朝晩多くの通勤客で賑わっていた。
中央区の中でも特に自然に恵まれており、校区内には、動物園の南に隣接する植

物園をはじめとして、公園や緑地が多く点在している。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

1.取り組み（活動）の概要
小笹校区にお住まいの方に音楽、芸能文化を通して親睦を深め楽しんでいた
だき、活気ある街づくりを目的に校区自治協議会、公民館、小中学校、民間
（商店会）等が、一致協力して行うイベントである。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
公民館、小中学校、保育園、地域で音楽活動をしている方々の発表の場を作る
ことを目的に、小笹商店会主催の「小笹コンサート」を令和元年度まで8年間
開催していたが、新型コロナで中止していた。
そこで、今回は自治協議会の主催で校区の文化祭として開催することとした。

3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
会場を小笹商店会の会員でもある葬儀場の「福岡草苑」で開催することとした
が、葬儀が行われることが少ない友引の日を開催日とした。

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
出演希望が多数あったため、出演者の選定に苦慮した。また、新型コロナ対策
に気を配りながらの開催にも苦労した。

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

14,675人 6,825世帯 2.2人 3,307人（22.5％）



5.取り組み（活動）の成果
2年間のコロナ自粛で、発表機会を失っていた出演者たちが、今回のOZASA
フェスが開催されたことで、非常に喜ばれ、楽しんでもらえた。特にこども達
にとって良かったと思う。

6.今後の目標・課題
自治協議会、公民館、学校、商店会が協力して、地域の音楽・文化イベントと
して定着させたい。

皆さんにぜひ伝えたいこと

• 小笹校区を高齢者に優しく、こどもの安全安心、住みつづけたいと思える楽し
い街にするべく、OZASAフェスを続けていきたい。

小笹の街並み

OZASAフェスの会場



オープニング 平尾中学校吹奏楽部

小笹音頭

じゃんけんゲーム

OZASAフェスポスター

観客席の様子

ギター、ウクレレの演奏

ロビーでの射的ゲーム



ドローンを活用した総合防災訓練
～空から見た 私たちの校区～

南区 柏原校区自治協議会 防災委員会 会 長 石田 亘
南区 柏原校区自治協議会 防災委員会 副会長 岩田 洸太郎

○油山（597ｍ）のすそ野に広がる閑静な住宅地の校区である。面積（6.64K㎡）は
南区内で一番広く、山間部の面積が広く、人口密度は最も低くなっている。

○平成26年3月に指定された土砂災害警戒区域等の箇所が、南区で一番多い校区と
なっている

○福岡大学と連携した歴史講座、発掘・測量調査などユニークな公民館活動が行わ
れている。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

1.取り組み（活動）の概要
ドローンにて柏原3丁目の山肌、柏陵高校の裏山、柏原6丁目砂防ダム等、
校区内を上空から実際に視認することで、危険箇所の確認及び防災意識の向上
を目的として実施。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
地域の地形の特性を考慮した、高齢化に伴う実態に応じた防災の取り組み、
また危険箇所についての情報共有等を視野に入れた防災の取組みの必要性を
感じていた。通常視認不可の箇所を視認するのにドローンによる撮影が有効で
あると考えたもの。

3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
撮影後、防災士の資格所有者等による地域地形の現状及び危険個所の説明等の
講習を行い、撮影映像及び講習映像をDVDとして各町内会自治会に配布し、また
自治協議会HPに掲載し、広く閲覧可能とした。

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
撮影可能な事業者の選定、ドローンを飛行させるにあたっての法的規制の
クリア、ドローンへの電波中継点の設置等、防災委員会を中心として、事業者
と共に一つ一つ解決していく必要があった。

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

9,222人 4,031世帯 2.3人 2,758人（29.9％）



皆さんにぜひ伝えたいこと

• 今回の取り組みについては、校区の危険個所等を地域住民で、改めて共有し、
防災意識の向上を目的に実施した。今回の取り組みを初めの1歩として、行政・
地域企業又は学校と共に、共創して持続可能な地域防災及び環境保全に繋げて
いきたい。

5.取り組み（活動）の成果
地域のハザードマップに指定されている箇所の現状を視認出来たことによる
防災意識の向上が図られた。また事業者代表より他区の自主防災組織の取り
組みとして、避難場所に校区のコンビニや企業にお願いしているという事例
があると聞き、今後の自主防災の参考にしたいと思った。

6.今後の目標・課題
今回確認された危険箇所等について、地域で共有し、減災に繋げていきたい。
また防災に限らず、河川環境の保全によるホタル等の生態系地形を守ることに
も繋げられたら良いと思っている。しかしながら、現在の状況は、あくまで
撮影時のものであり、定期的に確認する必要があると感じている。今回の成果
については、行政にも情報提供すると共に、指摘のあった箇所の補修も含めて、
今後の対応を相談させていただきたい。



～自分の命は自分で守る～
自治会・町内会単位の防災研修会

城南区 七隈校区自治協議会 会 長 菅 尚之
城南区 七隈校区自治協議会 会 計 坂田 広紀

城南区の西端にあり、南は油山に接し、油山川、七隈川が南北に流れている。福
岡大学や西南湖畔の森運動公園などがある緑豊かな地域である。
また、校区内には地下鉄七隈線3駅を有し、令和4年4月に城南警察署が開庁した。
自治協議会は、約7,000世帯、11の自治会・町内会で構成されている。

【校区の概況】（令和4年6月末現在）

校区の概要

活動について

1.取り組み（活動）の概要
校区の防災、減災に対する基本的な考えとして「自助（自分の命は自分で
守る）」が最重要であることを校区住民に認識してもらい、避難行動のために
必要な知識を研修により習得し、気象情報や警戒情報から「自分の避難行動を
如何にすべきか」という判断力・行動力を向上させる。

2.取り組み（活動）のきっかけ・経緯
過去には、校区防災研修会や訓練は共助に関連するものが多かった。毎年の
ように豪雨災害等が発生し、その被害は甚大化している中で、防災・減災の
考え方は「地域防災」も重要ではあるが、より具体的な「個人防災」に代わっ
てきているように思われ、個人の防災力向上を目指すこととした。

3.取り組み（活動）で工夫した（している）点
校区全体でなく、各自治会・町内会別に住民を対象とした研修会を実施。
地域消防分団へ研修講師を依頼し、体験談や近年の災害実例映像・写真などの
災害の姿を見せることにより防災・減災の重要性を認識してもらった。
消防分団員にも参加を依頼し、町内との交流を図った。

4.取り組み（活動）で苦労した（している）点
想定される災害は、山や川に接した場所、高台など各自治会・町内会の事情
により異なってくる。主たる災害が一律ではない各自治会・町内会と事前に
打ち合わせ、それぞれの町内の状況に合わせた資料を消防分団・自治協が協
議の上作成した。

人口 世帯数 世帯当たり人員 65歳以上人口（割合）

13,357人 7,144世帯 1.9人 3,252人（24.3％）



5.取り組み（活動）の成果
各自治会・町内会の住民に避難の遅れが重大な結果をもたらすことや、的確な
状況判断のための「マイタイムライン」・「避難スイッチ」の重要性を認識し
てもらった。
地震は予測できないが、怖さの自覚と転倒防止対策等事前準備により、減災が
可能であると理解してもらった。

6.今後の目標・課題
個人防災力と地域防災力の相乗的向上
①各自治会・町内会単位での、定期的な防災研修・訓練の継続
②自助の研修を踏まえた上で町内の「共助」の態勢づくり
③町内危険個所を特定したうえでの個人の避難計画作成

皆さんにぜひ伝えたいこと

• 『自分の命は自分で守る』ために、「マイタイムライン」・「避難スイッチ」
等自助行動研修・訓練は、校区単位ではなく、各自治会・町内会住民を対象に
行い、各自治会・町内会で個々人に広めていくことが、「個人の防災力」向上
に繋がっていくものと考えます。

研修の内容は・・・・地域の状況に応じて変わります。
官公庁や被災地の写真など現状を理解するための資料が満載です。（一部抜粋）

研修の様子 みんな真剣です。





コロナ下での校区の工夫した取組み （令和３年３月発行）
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